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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

市議会報告

10月臨時会
市議会報告

11月臨時会

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
審
議

　

平
成
21
年
11
月
第
10
回
倉
吉
市
議
会
臨
時
会
が
11
月
13
日（
金
）に
開
催
さ
れ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
対
す

る
助
成
を
盛
り
込
ん
だ
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、
１
月
下
旬
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

■
議　

案
■
【 

原
案
可
決　

１
件 

】
● 

平
成
21
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

議
長
・
副
議
長
を
選
挙
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
を
選
出

　

平
成
21
年
10
月
第
９
回
市
議
会
臨
時
会
が
、
10
月
23
日（
金
）
か
ら
26
日（
月
）
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
長
に
福
井
康
夫
議
員
、

副
議
長
に
金
光
隆
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
た
ほ
か
、
鳥
取

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議
会
議
員
、
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、市
立
図
書
館
な
ど
で
、１
月
初
旬
か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

■
選　

挙
■

【
投　
　

票　

２
件 

】

● 

倉
吉
市
議
会
議
長
選
挙
に
つ
い
て

● 

倉
吉
市
議
会
副
議
長
選
挙
に
つ

い
て

【
指
名
推
選　

２
件 

】

● 

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

● 

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

■
議
会
発
議
■　
　

【 

原
案
可
決　

１
件 

】

● 

倉
吉
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

【 

議
長
指
名　

２
件 

】

● 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

● 

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
議　

長
】
福
井 

康
夫

【
副
議
長
】
金
光 
隆

【
議
会
運
営
委
員
会
】（
６
人
）

（
任　

期

：

10
月
26
日
か
ら
）

委
員
長

：

枠
島 

和
江

副
委
員
長

：

鳥
飼 

幹
男

委　

員

：
大
田 

進
、
大
津 

昌
克
、

佐
々
木 

敬
敏
、
段
塚 

廣
文

【
常
任
委
員
会
】

（
任　

期

：

10
月
26
日
か
ら
）

▼
総
務
経
済
常
任
委
員
会（
７
人
）

委
員
長

：

福
谷 

直
美

副
委
員
長

：

中
野 

隆

委　

員

：

伊
藤 

正
三
、
大
田 

進
、

高
田 

周
儀
、段
塚 

廣
文
、渡
邉 

法
子

▼
建
設
企
画
常
任
委
員
会（
６
人
）

委
員
長

：

丸
田 

克
孝

副
委
員
長

：

佐
々
木 

敬
敏

委　

員

：

坂
井 

徹
、
谷
本 

修
一
、

鳥
飼 
幹
男
、
由
田 

隆

▼
教
育
民
生
常
任
委
員
会（
７
人
）

委
員
長

：

杉
山 
慶
次

副
委
員
長

：

朝
日 

等
治

委　

員

：

大
津 

昌
克
、
金
光 

隆
、

福
井 

康
夫
、山
口 

博
敬
、枠
島
和
江

【
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

議
会
議
員
】（
７
人
）

伊
藤 

正
三
、
大
田 

進
、
坂
井 

徹
、

杉
山 

慶
次
、段
塚 

廣
文
、福
井 

康
夫
、

福
谷 

直
美

【
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
】（
１
人
）

福
井 

康
夫

受付場所・手続：各幼稚園の入学願書に入園料を添えてお申し込みください。
入園の条件：２歳～５歳児

 名　　称  所在地  電話･ＦＡＸ  保育時間  預かり保育時間  ホームページ 

学校法人倉吉幼稚園 仲ノ町742－1  
あ22－4680
い22－4677  

午前１０時～
午後２時３０分

午後２時３０分
～６時

http://www2.ocn.ne.jp/
kurayo/  

学校法人
鳥取短期大学附属幼稚園 

福庭854  
あ26－9101
い26－9102  

午前７時３０分～
午後３時２０分

午後３時２０分
～６時３０分

http://www.toritanfuzoku.
jp  

学校法人　淳心学院 
聖テレジア幼稚園 

福吉町1376－6  
あ22－4659
い22－4669  

午前７時３０分～
午後４時

午後４時
～６時３０分

http://www.ncn-k.net/
terezia/  

《平成２２年度私立幼稚園への入園申込を受付中》
入園料など詳しくは、各幼稚園にお問い合せください。

▼

議　

長

：

福
井 

康
夫
議
員 

▼

副
議
長

：

金
光 

隆
議
員

※
問
合
せ
先

：

議
会
事
務
局（
あ
２
２―

８
１
４
５
／
い
２
２―

８
１
４
６
）
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《年末の交通安全県民運動》
実施期間：１２月１４日（月）～２３日（水）の１０日間
※問合せ先：総務課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

 

　

年
末
・
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が

多
く
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
な
ど
を
重
点
と
し
て
、
年
末

の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
県
下
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
出
か
け

る
と
き
は
自
転
車
に
十
分
注
意

し
、
交
通
事
故
の
防
止
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

◎「
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運

転
を
し
な
い
、
車
を
運
転
す
る
人

に
は
お
酒
を
勧
め
な
い
」
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

◎
夕
暮
れ
時（
今
の
時
期
は
午
後

５
時
ご
ろ
か
ら
）
は
、
交
通
事
故

の
発
生
し
や
す
い
時
間
帯
で
す
。

 

・ 

夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い

服
装
で
靴
や
持
ち
物
に
も
反
射
材

を
付
け
て
、
運
転
者
か
ら
見
え
や

す
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

 

・ 

自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
も
自
転

車
用
の
反
射
材
を
取
り
付
け
、
必

ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う

 

・ 

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
歩
行
者
・

自
転
車
や
ほ
か
の
車
両
に
自
車
の

接
近
を
知
ら
せ
る
た
め
、
車
の
ラ

イ
ト
を
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う

◎
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
自
ら
正
し
く
着
用
し
、

全
て
の
座
席
の
同
乗
者
に
対
し
て

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
体
格
に
あ
っ

た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と

座
席
へ
の
正
し
い
取
り
付
け
を
習

慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
譲
り
合
い
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
ち
、
信
号
機
の
あ
る
交

差
点
で
は
、
必
ず
信
号
を
守
り
、

前
方
左
右
な
ど
周
囲
の
状
況
を
確

認
し
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

右
折
、
左
折
す
る
と
き
は
、
早
め

に
合
図
を
出
し
、
歩
行
者
や
自
転

車
が
周
囲
に
い
な
い
か
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

① 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

② 

飲
酒
運
転
の
根
絶

③ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
反
射
材
の
使
用
と
前
照
灯

の
早
期
点
灯
の
徹
底

事故ゼロへ
心をつなごう  
手をつなごう

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

《平成２２年「倉吉市成人式」においでください》
成人式はだれでも参加できます。みんなで新成人をお祝いしましょう。

※問合せ先：生涯学習課（あ２２―８１６７／い２２―１６３８）

　平成元年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人を対象に「倉

吉市成人式」を開催します。

　成人式のご案内は、１１月１日（日）現在、倉吉市に住民登録のある人と、

現在、市外に住んでいて、電話での申し込みがあった人に、１２月上旬に

送付します。現在、倉吉市に住民登録のない人は、電話でお知らせください。

電話申し込みを受け付け後、案内通知を送付します。

「飲んだら乗るな、
乗るなら飲むな」

昨年の成人式
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

■
戸
籍
の
届
出

　

戸
籍
に
関
す
る
届
出（
死
亡
、
出
生
、
結

婚
、
離
婚
な
ど
の
届
出
）
は
、
休
み
期
間
中

で
も
、
宿
直
室（
市
役
所
東
側
）
お
よ
び
関

金
支
所
宿
直
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

市
役
所
宿
直
室（
あ
２
２―

８
１
１
１
）
／
関
金
支
所
宿
直
室（
あ
４
５―

２
１
１
１
）

■
ご
み
の
収
集

　

ご
み
の
収
集
は
、
１
月
１
日（
金
）
か
ら

３
日（
日
）
ま
で
行
い
ま
せ
ん
。
ほ
う
き
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み

は
12
月
31
日（
木
）
午
前
11
時
30
分
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
控
え
、
し
尿
く
み
取
り
が

集
中
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
便
槽
を
確
認

し
、
収
集
予
定
日
の
く
み
取
り
を
お
願
い

し
ま
す（
く
み
取
り
の
際
は
、
し
尿
処
理

券
を
、
必
ず
事
前
に
購
入
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
）。

※
問
合
せ
先

：

環
境
課
（
あ
２
２―

８
１
６
８
／

い
２
２―

８
２
３
０
）

《年末年始の業務について》
市役所の年末年始の休みは１２月２９日（木）～１月３日（日）です。

※問合せ先：各所にお願いします。

施設名
１２月 平成２２年１月

問合せ先２７２８２９３０３１ １ ２ ３ ４ ５
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

倉吉市役所（本庁舎） 休 休 休 休 休 休 あ２２―８１１１
倉吉市役所（関金支所） 休 休 休 休 休 休 あ４５―２１１１
倉吉博物館・歴史民俗資料館 休 休 休 休 休 休 休 休 あ２２―４４０９
【鳥取中部ふるさと広域連合】

摩留山斎場
休

あ２２―３５０９
※１月１日Цは、火葬の連絡には対応

【倉吉パークスクエア】

倉吉未来中心
休 休 休 休 休 休

あ２３―５３９０
※１月３日Сは、「倉吉市成人式」のため、臨時開館

鳥取二十世紀梨記念館 休 休 休 休 休 休 休 あ２３―１１７４
男女共同参画センター「よりん彩」 休 休 休 休 休 休 休 休 あ２３―３９０１

市営温水プール
休

あ４７―１１８６※１２月３１日Хは、１０：００～１８：００
　１月２日Чは、１０：００～１８：００

食彩館

カレーショップてけてけ 不定休 あ２２―６５００
ゆめや 年中無休 あ２４―００５０
みどりショップ 不定休 ―
SORA（そら） 休 休 休 休 休 休 休 休 あ２２―０７３３
うどん屋ひろ 休 休 休 休 休 休 休 ―
JA鳥取中央直売店フルテリア 休 休 休 休 休 あ２３―２６０２
わっハァハァ～本舗 不定休 あ２３―５２７７
気まぐれ屋 年中無休 あ２４―００８０
お食事処めし屋 年中無休 あ２３―５０７０

倉吉交流プラザ（市立図書館） 休 休 休 休 休 休 休 休 あ４７―１１８３

【指定管理者など】
シビックセンターたからや 休 休 休 休 休 休 あ２２―９７９１

伯耆しあわせの郷
休 休 休 休 休 休 休 休

あ２６―５５８１
※１２月２７日Сは、１７：３０まで

せきがね湯命館 休 あ４５―２０００
せきがね簡易宿泊施設「湯楽里」 年中無休 あ４５―６４００
道の駅「犬挟」 休 休 あ４５―１３１３
体育施設・関金総合運動公園 休 休 休 休 休 休 あ２２―５６７４

グリーンスコーレせきがね あ４５―２２１１
※１２月２５日Цは、臨時休業

勤労青少年ホームリフレプラザ倉吉 休 休 休 休 休 休 あ２３―４８９６
【白壁土蔵群・赤瓦周辺】
赤瓦一号館 年中無休 あ２３―６６６６
赤瓦二号館（はこた人形・桐下駄工房） 休 休 あ２３―６６６６

赤瓦三号館（中野竹藝
げい

） あ２３―７５００
※１月１日Цは、１２：００から

赤瓦五号館（久楽）

休

あ２３―１１３０
※１２月３１日Хは、９：００～１５：００
　１月２日Чは、１０：３０～１６：００
　１月３日Сは、１０：００～１６：３０
　１月４日Тは、９：３０～１６：３０

赤瓦六号館（桑田醤
しょう

油）
休 休 休

あ２２―２０４３
※１２月３１日Хは、１２：００まで

赤瓦七号館（元帥酒造） 休 あ２２―５０２０
赤瓦八号館（お菓子の寅蔵） 年中無休 あ２３―１８２５
赤瓦十号館（天女のいずみ） 休 休 休 休 休 休 あ２２―１２００
赤瓦十一号館（陶芸館） あ090‐1330‐6285
赤瓦十二号館（久和） あ２３―６６６６
※内容は、変更することがあります。　
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水
道
の
給
水
申
込
・
使
用

中
止
・
名
義
変
更
の
届
出

　

水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
と
き

や
中
止
す
る
と
き
に
は
、
水
道
局

へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
が
遅
れ
た
り
、
届
出
が
な

い
場
合
は
、
料
金
ト
ラ
ブ
ル
の
も

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
印
鑑
を
持
っ
て
水

道
局
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

①
給
水
申
込

　

水
道
の
使
用
を
新
た
に
開
始
す

る
と
き
は
、
使
用
を
予
定
し
て
い

る
日
の
前
日
ま
で
に「
給
水
申
込

書
」
を
水
道
局
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

②
使
用
中
止

　

水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き

は
、
使
用
を
中
止
す
る
日
の
前
日

ま
で
に「
使
用
中
止
届
」
を
水
道
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が

遅
れ
た
り
、
届
出
が
な
い
場
合
は
、

使
用
さ
れ
て
い
な
い
期
間
で
も
基

本
料
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
名
義
変
更

　

水
道
の
使
用
者
名
義
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
、
納
付
書
の
送
付
先

が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
変
更
届
を
水
道
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

《水道管にも冬の支度を》
気温がマイナス３度以下になると、水道管が凍結し破裂することがあります。

※問合せ先：水道局（あ２６―１０３１／い２６―３２４２）

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

水
道
管
の
露
出
し
て
い
る
部
分

を
、
保
温
材
な
ど
で
保
護
し
て
く

だ
さ
い
。
保
温
材
に
は
、
取
り
付

け
が
簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま
す
。

　

太
陽
熱
温
水
器
は
使
用
の
時
期

が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
水
抜
き

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
を
開
い

て
、
凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
や

ふ
き
ん
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
掛
け
て
ゆ
っ
く
り
溶

か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に

掛
け
る
と
、
水
道
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　

水
道
管
の
凍
結
破
損
の
多
く
は

パ
イ
プ
部
分
で
す
。
応
急
措
置
と

し
て
は
、
止
水
栓
を
止
め
て
、
破

損
し
た
パ
イ
プ
部
分
を
の
こ
ぎ
り

な
ど
で
切
断
し
、
木
の
栓
な
ど
を

打
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

止
水
栓
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
屋
内
の
ほ
か
の
蛇

口
を
開
い
て
水
圧
を
下
げ
て
か

ら
、
木
の
栓
を
打
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

雪
が
降
り
始
め
る
ま
で
に
、
止

水
栓
の
位
置
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
雪
が
積
も
っ
て
も
止

水
栓
の
位
置
が
分
か
る
よ
う
に
、

表
示
板
を
立
て
て
お
く
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

　

長
期
間
、
家
を
留
守
に
す
る
場

合
は
、
止
水
栓
を
止
め
て
お
く
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
水
道
の
届
出
は

12
月
28
日（
月
）ま
で
に

　

水
道
局
は
12
月
29
日
（
火
）
か
ら

１
月
３
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
休
業

し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
に
、
水
道
を
新

た
に
使
用
す
る
と
き
や
、
使
用
を

中
止
す
る
と
き
に
は
、
12
月
28
日

（
月
）
ま
で
に
印
鑑
を
持
っ
て
、
水

道
局
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
夜
間
・
土
・
日
・
祝
日
は
、

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

年
末
年
始
休
み
期
間
中
の

水
道
の
屋
内
修
理

　

修
理
申
込
の
取
り
扱
い
は
、
年

末
・
年
始
休
ま
ず
左
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

【水道修理申込】
時　間 申　込　先

午前８時３０分

～

午後５時１５分

水道局
（あ２６―１０３１）
（あ２６―１０３２）

または
指定工事業者
（左の表）

午後５時以降の受付は、翌日の修理とな
ります。

市内の上水道指定給水装置工事事業者
※ 年末・年始休み期間中、休業する業者もありますので確認し
てお申し込みください。

業　者　名 　 住　　所 電 話  ＦＡＸ

長谷川商店 清谷町2丁目80 27-6000 27-6001

中海工業 福庭町1丁目55 26-4431 26-4414

中電工　倉吉営業所 八屋145-2 26-0311 26-2774

トンボプロパンガス 和田東町196-1 22-8281 22-1822

大平管工 下余戸155-11 26-0829 26-4262

早田設備 和田東町115-1 22-7571 22-0273

伯耆浄水 古川沢163 26-3344 26-8899

倉吉管機工業 福庭町1丁目573 26-5316 26-7602

ベクト総業 井手畑158 26-0739 26-0749

空研 広栄町931-2 22-1777 22-8024

高橋設備工業所 八屋209-2 26-3281 26-7015

新宮設備 中江227-6 26-0758 26-5607

日総工業倉吉支店 中江306-10 48-1315 36-3528

スミ管機設備 住吉町1-3 22-0978 22-0978

森 田 設 備 巌城1150-18 22-8044 22-8044

ユアー設備計画 和田505-3 23-3699 23-3979

あきやま総業 富海877 28-1844 28-1844

クラエー 宮川町2丁目48-1 27-0210 27-0212

吉村興産 巌城690-1 23-0800 22-4824

ソケット 旭田町32 24-0277 24-0278

東伯建設 三江168　　 28-1656 28-5213

大和設備倉吉 和田東町190 23-2211 23-2215

日ノ丸産業倉吉支店 海田東町401 26-6811 26-6816

社工業 西福守町717　　 28-2302 28-2302

美咲 西福守町601-２　 48-2900 48-2901

天野水道 関金町大鳥居91-11 45-2881 45-2881

あさひほーむ 昭和町2丁目236　 23-7272 23-7273

ウォーターワークス 大河内369-2 28-5409 28-5409

トラスト 八幡町3304-5 23-5077 23-3900

河野設備 大立57 28-5363 28-5363

水谷工業 円谷町76-3 22-0711 22-0710

アキ設備 上神1054-2 22-6960 22-6960

サントウ 円谷町38-1 22-4081 22-4014

はごろも環境 宮川町169-1 27-0194 27-0195

河本建設 秋喜485-１ 28-3452 28-3465

ベクトサービス 河北町57 26-7819 26-7829

タカハシ管工 福守町339-1 C-101 28-5485 ―
※ 倉吉市外の上水道指定給水装置工事事業者（５２社）につ
いては、水道局へお問い合わせください。
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自
殺
者
は
、
11
年
連
続
で
３
万
人
を

越
え
て
い
ま
す

　

平
成
20
年
に
自
殺
し
た
人
は
、
全
国

で
３
２
，
２
４
９
人（
男
性
が
全
体
の
約

70
％
）で
し
た
。
年
代
で
み
る
と
、
50
歳

代
が
全
体
の
約
20
％
を
占
め
、
次
い
で
60

歳
代
が
約
18
％
、
40
歳
代
が
15
％
、
30
歳

代
が
15
％
と
な
っ
て
い
て
、
中
・
高
年
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
や
若
者
の
数
も
多
く
、
２
０
０
６
年

に
は
、
全
国
で
８
８
６
人
の
小
・
中
・
高

校
生
と
大
学
生
が
自
殺
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
内
で
は
２
１
２
人
で
、
倉
吉

市
で
は
、
平
成
19
年
に
13
人
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
未
遂
自
殺
者
は
自
殺
者
の

10
〜
20
倍
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
者
が
年
間
３
万
人
を
越
え
、
交

通
事
故
死
者
の
６
．３
倍
も
多
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。　

自
殺
は「
自
己
責
任
」で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ま
で
、
自
殺
は「
個
人
の
問
題
」

と
さ
れ
、
ほ
か
の
人
は
関
わ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
は「
社
会
の
問
題
」
と
し
て
理

解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
殺
に
及
ぶ
前
に
、
何
ら
か
の
心
の

病
を
抱
え
て
い
た
人
が
非
常
に
多
い
こ

と
を
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
が
指
摘
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
う
つ
病
が
自
殺
に
関
係

し
て
い
ま
す
。
う
つ
病
は
、「
こ
こ
ろ
の

風
邪
」と
も
、
７
人
に
１
人
が
か
か
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
怖
い
の
は
う
つ

病
に
な
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
気
付
か

ず
に
放
置
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
中
高
年
男
性
の
自
殺
は
、
う

つ
病
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
が
背
景
の
場
合
も
あ
り
、
と
も
に
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
必
要
で
す
。

　

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
自
殺
の

動
機
は
、「
健
康
問
題
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で「
経
済
・
生
活
問
題
」、「
家
庭
問

題
」、「
勤
務
問
題
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
は「
社
会
の
問
題
」で
す

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
は
、

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康

相
談
や
日
ご
ろ
の
信
頼
し
合
え
る
人
間

関
係
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
に
生
き
る
こ
と
に
疲

れ
を
感
じ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

「
自
殺
対
策
」
は
身
近
な
人
権
問
題
の
一

つ
で
す
。

　

国
・
県
も
自
殺
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
11
月
か
ら
平
成
22
年

３
月
ま
で
に
市
内
各
地
区
公
民
館（
13
会

場
）
で「
心
・
い
き
い
き
街
づ
く
り
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
精
神
保
健
・
健
康
講
演
会
」

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
神

科
医
師
の
講
演
や
心
の
健
康
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

　

「
孤
立
」し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
の

か
、
自
殺
対
策
や
自
死
遺
族
支
援
な
ど

に
関
心
を
持
ち
、
支
え
合
え
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
あ

２
６―

５
６
７
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

鳥
取
い
の
ち
の
電
話

：

毎
日
正
午
〜
午
後

９
時（
あ
０
８
５
７―

２
１―

４
３
４
３
）

　

自
殺
は
、
本
人
が
弱
い
せ
い
で
は
な
く
、「
社
会
の
問
題
」で
す
。「
孤
立
」

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、「
き
ず
な
」と「
気
づ
き
」が
自
殺
対
策
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。
何
気
な
く
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考

え
ま
し
ょ
う
。

「
孤
立
」し
な
い
、さ
せ
な
い
！「
き
ず
な
」と「
気
づ
き
」が
自
殺
対
策

第
61
回
人
権
週
間
行
事

人
権
週
間
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
と　

き
】
12
月
12
日（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】倉
吉
未
来
中
心 

小
ホ
ー
ル

ほ
か

【
内　

容
】

▼ 

映
画
上
映

：「
レ
ミ
ー
の
お
い
し
い

レ
ス
ト
ラ
ン
、
タ
イ
ヨ
ウ
の
う
た
」

▼ 

お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

：

渡
辺 

千

賀
子
さ
ん（
ベ
ル
・
カ
ン
ト
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
）

▼ 「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
・

朗
読
会

▼ 

人
権
し
お
り
づ
く
り
、
パ
ネ
ル
展
示

▼ 

倉
吉
市
人
権
擁
護
委
員
会
特
設
人

権
相
談
所

【
入
場
料
】無
料

※ 

鳥
取
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で
す
。
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小
田
人
権
の
日

　

小
田
で
は
、
平
成
15
年
か
ら
毎
年「
人

権
の
日
」を
決
め
、
地
域
全
体
で
年
に
一

度
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
大
切
な
日

に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
小
田
人
権
の
日
」
を
つ
く
り
、
丸
１

日
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、「
町
内
学
習
会
は
、
年
に
一
回
夜

に
開
催
す
る
だ
け
で
、
参
加
す
る
人
も

限
度
が
あ
る
。
人
権
に
つ
い
て
も
っ
と

多
く
の
人
が
色
々
な
形
で
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
に
し
た
い
」と
い
う
思
い

が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
取
り
組
み

① 

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
委
員
会
の

開
催（
男
性
４
人
、
女
性
３
人
で
構

成
）

：

７
回
開
催

　

※ 

教
材
提
供
者
と
の
意
見
交
換
会
を
含
む

② 

作
品
展
示（
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
中
学
生

作
品
・
昨
年
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
作

品（
５
班
））

③ 

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

：

中
高
生

以
上
１
９
４
人
分
を
回
収
、
回
収
率

86
．30
％
、
意
見
記
載

④
町
内
学
習
会
の
開
催

【
昼
の
部
】

テ
ー
マ

：

認
知
症
の
人
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り

内　

容
：

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
、
グ
ル
ー
プ
討
議

【
夜
の
部（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）】

テ
ー
マ

：

外
国
人
と
一
緒
に
生
き
る
社

会
が
や
っ
て
き
たP

a
rt2

教　

材

：

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、 

ロ
ー
リ
ー
・
ス
コ
ー
ト
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ「
倉
吉
と
い
う
町
に
住
ん
で
」

⑤
役
割
分
担 

・ 

町
内
学
習
会（
夜
の
部
）で
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー（
進
行
役
）
の
決
定
、
当

日
の
司
会
・
あ
い
さ
つ
・
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
司
会
・
記
録
・
発
表
者

・ 

班
長
会
で
各
戸
配
布
ビ
ラ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
配
布
と
回
収

⑥ 

公
民
館
役
員
、
企
画
委
員
、
各
組
織

代
表
者
、
合
同
会
議
の
開
催

⑦
参
加
者
要
請
の
取
り
組
み

参
加
者
の
声

町
内
学
習
会
に
参
加
し
て

　

昭
和
48
年
に
小
鴨
地
区
か
ら
始
ま
っ

た
町
内
学
習
会
は
、
そ
の
後
、
全
市
域

で
開
催
さ
れ
、
部
落
差
別
解
消
の
取
り

組
み
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
解
消
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
に
よ
り
、
差
別
や
偏
見

の
な
い
、
明
る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
へ
と
努
力
が
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
文
化
や
歴
史
の
中
で

活
か
さ
れ
て
き
た
価
値
観
を
直
ち
に
変

え
る
の
は
困
難
で
、
学
習
会
を
積
み
上

げ
自
分
自
身
を
変
え
て
い
く
努
力
が
必

要
で
す
。

　

人
権
感
覚
は
、
人
が
生
活
す
る
上
で

必
要
な
、
衣
・
食
・
住
と
同
じ
よ
う
に

重
要
で
あ
り
、
家
族
や
人
に
大
切
に
さ

れ
た
い
と
の
願
い
や
思
い
は
、
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
も
の
な

の
で
す
。

▲今年の小田人権同和教育町内学習会

自
ら
学
ぶ
た
め
に 

〜
町
内
学
習
会
の
取
り
組
み
か
ら
〜

　

「
町
内
学
習
会
の
参
加
者
が
固
定
化
し
て
い
る
」、「
町
内
学
習
会
は
こ
れ

で
い
い
の
か
？
」と
い
っ
た
声
を
聞
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
全
体
で
作
り
上
げ
、
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
実
践
し
て

い
る
上
北
条
地
区
の
小
田
の
町
内
学
習
会
を
紹
介
し
ま
す
。

【特別編】 倉吉市同和教育研究会市民活動委員会

活動報告

小田人権同和教育町内学習会の

ルール

①積極的な参加をしよう !
　 どうしても参加したくないとき

はＮＯの選択肢も認めよう !

②尊重しよう !
　 相手を認めることにより討議が

深まる。お互い本音で話そう !

③ 発言は要点をまとめて短めにし
よう !

　 多くの人のいろいろな視点で発

言しよう !

④傾聴しよう !
　 人の話の途中で発言しないで、

良い聴き手となりましょう。

⑤守秘しよう !
　 学習会での話しは外部に漏らさ

ず、自己啓発に役立てよう !

⑥時間を守ろう !
　 決められた時間を守ろう。閉会

時間は特に・・・!


